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審
議
し
た
主
な
議
案

賛
成
討
論
（
要
旨
）

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、　

月
１０

か
ら
介
護
保
険
の
対
象
外
と
な
る

食
費
と
居
住
費
が
徴
収
さ
れ
る
。

し
か
し
、
解
決
す
べ
き
次
の
課
題

が
あ
る
。
第
一
は
施
設
利
用
料
第

４
段
階
の
低
所
得
者
へ
の
自
治
体

独
自
の
補
助
で
あ
る
。
非
課
税
限

度
額
の
引
下
げ
で
、
こ
の
層
は
収

入
が
変
わ
ら
な
い
の
に
、
負
担
は

増
え
て
い
る
。
第
二
は
事
業
者
や

利
用
者
か
ら
の
苦
情
へ
の
誠
実
な

対
応
で
あ
る
。
制
度
改
正
の
内
容

が
利
用
者
に
未
だ
理
解
さ
れ
て
い

な
い
現
場
状
況
を
把
握
し
、
国
へ

も
声
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

れ
て
い
る
。
更
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
と
し
て
千　

万
円
が
予
備
費

２２０

よ
り
充
当
さ
れ
、
市
民
の
不
安
を

軽
減
す
る
た
め
速
や
か
に
対
処
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

を
削
除
）
と
す
る
修
正
案
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
修
正

案
を
否
決
し
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１７

算
（
第
５
回
）
は
、
９
月
１
日
の

本
会
議
で
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
し
、　

日
の
委
員
会
で
審
査
し

２０

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
平
成　
１８

年
４
月
に
開
館
を
予
定
し
て
い
る

小
金
井
市
立
は
け
の
森
美
術
館
の

経
費
や
ご
み
減
量
推
進
の
た
め
の

生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器
購
入
費

補
助
金
、
歩
行
者
の
安
全
を
図
る

た
め
の
街
路
灯
維
持
管
理
に
要
す

る
経
費
な
ど
で
す
。

　

は
け
の
森
美
術
館
は
、
故
中
村

研
一
画
伯
が
小
金
井
市
に
お
い
て

活
発
な
活
動
を
さ
れ
、
夫
人
が
長

く
保
存
さ
れ
て
い
た
作
品
を
含
め

て
、
中
村
研
一
記
念
美
術
館
を
小

金
井
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
市
が
管
理

１６

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
４

１８

月
に
、
は
け
の
森
美
術
館
と
し
て

開
館
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
と

の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

本
予
算
に
対
す
る
反
対
の
最
大

の
理
由
は
、
都
市
再
開
発
整
備
基

金
に
は
２
億
円
も
積
み
立
て
る
一

方
で
、「
お
金
が
な
い
」
こ
と
を
理

由
に
、
介
護
保
険
の
負
担
軽
減
や

私
立
幼
稚
園
の
保
護
者
補
助
金
の

増
額
な
ど
市
民
の
切
実
な
願
い
に

こ
た
え
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。第
２
に
、再
開
発
第
２
地

区
の
庁
舎
建
設
の
方
針
を
変
更
せ

ず
、
リ
ー
ス
庁
舎
の
無
駄
づ
か
い

を
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
３
に

中
村
研
一
美
術
館
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
の
検
討
委
員
会
の
答
申
が

生
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　
「
議
案
第　

号
小
金
井
市
立
は

５２

け
の
森
美
術
館
条
例
」
と
連
動
し

美
術
館
管
理
運
営
に
要
す
る
経
費

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
文
化
都
市

小
金
井
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
中
村

研
一
画
伯
の
足
跡
を
ひ
と
つ
の
土

台
と
し
、
今
後
の
文
化
振
興
の
一

方
の
要
と
す
る
よ
う
大
い
に
期
待

す
る
所
で
す
。
一
般
家
庭
ご
み
の

有
料
化
を
機
に
減
量
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
減
量
化

処
理
機
器
購
入
費
補
助
金
が
組
み

込
ま
れ
、
ま
た
認
証
保
育
所
へ
の

補
正
も
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
も
っ

て
賛
成
と
し
ま
す
。

　

小
金
井
市
立
は
け
の
森
美
術
館

の
前
身
で
あ
る
旧
中
村
研
一
記
念

美
術
館
は
、
平
成
元
年
５
月
に
民

間
経
営
の
美
術
館
と
し
て
開
館
し
、

平
成
３
年
２
月
に
は
財
団
法
人
化

さ
れ
、
東
京
都
教
育
委
員
会
の
認

可
を
受
け
た
博
物
館
法
に
基
づ
く

美
術
館
と
し
て
管
理
運
営
が
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成

　

年
３
月
に
管
理
運
営
上
の
都
合

１３か
ら
、
小
金
井
市
に
寄
贈
し
た
い

旨
の
申
出
が
あ
り
、
市
は
こ
れ
を

受
け
入
れ
る
方
向
で
検
討
を
進
め
、

平
成　

年
第
３
回
市
議
会
定
例
会

１５

に
お
い
て
、
受
入
れ
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
市
は
学
識
経
験
者
や

公
募
市
民
の
参
画
の
も
と
、
管
理

運
営
に
関
す
る
基
本
計
画
及
び
実

施
計
画
を
検
討
す
る
た
め
の
検
討

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
平
成　

年
１６

３
月
に
基
本
計
画
の
提
言
書
が
、

平
成　

年
６
月
に
は
実
施
計
画
の

１７

中
間
提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
美
術
館
は
、
提
言
書
に
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
お
り
、
�

市
立
美
術
館
と
し
て
の
役
割
を
担

う
�
芸
術
文
化
施
設
と
位
置
付
け

る
�
市
民
主
体
の
市
民
参
画
・
参

加
型
美
術
館
を
目
指
す
�
子
ど
も

向
け
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に

力
点
を
置
く
�
地
域
に
お
け
る
美

術
を
中
心
と
す
る
芸
術
文
化
活
動

の
場
と
す
る
、
以
上
の
五
つ
を
基

本
理
念
と
し
、
平
成　

年
４
月
の

１８

開
館
を
目
指
し
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
運
営
協

２９
議
会
の
構
成
人
数
の
内
訳
の
う
ち
、

市
長
が
市
民
２
人
以
内
、
市
に
勤

務
す
る
職
員
１
人
以
内
と
提
案
し

た
も
の
に
対
し
、
市
民
３
人
以
内

（
市
に
勤
務
す
る
職
員
１
人
以
内

　

住
民
基
本
台
帳
は
、
昭
和　

年
４２

の
住
民
基
本
台
帳
法
制
定
以
来
、

原
則
公
開
と
さ
れ
合
わ
せ
て
閲
覧

制
度
が
設
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
法
改
正
に
よ
り
、
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
閲
覧

の
対
象
を
、
氏
名
、
住
所
、
性
別

及
び
生
年
月
日
か
ら
な
る
台
帳
の

一
部
の
写
し
に
限
定
し
、
不
当
な

目
的
に
使
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
等
は
、
閲
覧
の
請
求
を
拒

否
で
き
る
こ
と
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
現
在
の
閲
覧
制
度

を
悪
用
し
た
犯
罪
等
も
発
生
し
て

お
り
、
閲
覧
制
度
の
見
直
し
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
も
、
住
民

基
本
台
帳
法
の
改
正
を
視
野
に
入

れ
た
新
た
な
閲
覧
制
度
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
制
度

が
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
緊
急
的
な

対
応
策
と
し
て
、
本
条
例
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
公
的
機
関
に
よ
る
閲
覧

な
ど
、
公
益
性
の
高
い
閲
覧
の
み

を
認
め
、
そ
れ
以
外
の
閲
覧
（
不

特
定
多
数
の
住
民
へ
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
の
送
付
を
目
的
と
す
る

も
の
等
）
は
認
め
な
い
も
の
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２９
結
果
、
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

丹
宗
朝
子
氏
を
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
と
し
て
選
任
（
再

任
）
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し 

た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

賛
成
す
る
第
１
の
理
由
は
、
子

育
て
世
代
の
市
民
の
経
済
的
援
助

を
求
め
る
声
は
、
切
実
だ
か
ら
で

あ
る
。
２
つ
目
に
、
私
立
幼
稚
園

保
護
者
補
助
金
の
市
負
担
額
は
、

三
多
摩　

市
の
中
で
も
低
く
、
保

２６

護
者
か
ら
も
、「
子
育
て
支
援
へ

の
熱
心
さ
が
問
わ
れ
る
」
と
の
声

も
出
る
な
ど
改
善
が
求
め
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
３
つ
目
に
、
月
額

　

円
を
増
額
し
、
国
分
寺
市
な
み

４００に
す
る
と
い
う
、
せ
め
て
も
の
保

護
者
の
方
々
の
要
望
に
応
え
る
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
以
上
を
も
っ

て
本
条
例
案
に
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
回
）

は
、
市
公
会
堂
の
閉
館
に
伴
い
、

市
公
会
堂
会
議
室
等
の
代
替
施
設

を
建
設
す
る
た
め
に
係
る
予
算
を

補
正
提
案
し
た
も
の
で
、　

日
の

２９

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、
全

員
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度

１７一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
）

　

ま
た
、
生
ご
み
減
量
化
処
理
機

器
購
入
費
補
助
金
は
、
ご
み
減
量

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
方
が

購
入
す
る
生
ご
み
処
理
機
等
の
補

助
金
で
、
す
で
に
申
請
件
数
が
当

初
の
見
込
件
数
を
超
過
し
、
今
後

も
多
く
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
増
額
す
る
と
の
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
街
路
灯
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
は
、
小
金
井
街
道
歩

道
照
明
設
置
工
事
に
か
か
る
費
用

で
、
上
水
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
入

口
か
ら
小
金
井
橋
の
間
を
都
の
施

工
に
よ
り
道
路
拡
幅
工
事
が
行
わ

れ
て
お
り
、
都
が
設
置
す
る
街
路

照
明
灯
設
備
に
加
え
て
、
市
が
歩

道
照
明
灯
を
設
置
し
、
よ
り
歩
行

者
の
安
全
を
図
る
と
の
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２７
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

平
成　

年
度
繰
越
金　

億
円
を

１６

１０

生
み
出
し
、
都
市
再
開
発
整
備
基

金
に
２
億
円
を
積
み
立
て
る
な
ど
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
見
合
っ
た

適
正
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
事
業
を

構
造
改
革
特
区
に
指
定
さ
せ
、
安

心
し
て
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う

（
仮
称
）
福
祉
有
償
運
送
協
議
会

を
発
足
さ
せ
る
予
算
が
盛
り
込
ま

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
平
成　
１６

年
度
決
算
で
生
じ
た
繰
越
金
の
計

上
と
、
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成　

年　

月
か
ら
一
部
前
倒
し

１７

１０

で
実
施
さ
れ
る
保
険
給
付
の
増
減

に
関
す
る
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２７
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

私
立
幼
稚
園
等
園
児
保
護

者
補
助
金
の
交
付
に
関
す

る
条
例

小
金
井
市
立
は
け
の
森
美

術
館
条
例

早い開館が望まれるはけの森美術館

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

期
末
手
当
加
算
は
、
実
体
経
済

の
経
済
成
長
以
上
に
資
産
価
値
が

上
昇
し
た
時
代
（
バ
ブ
ル
期
）
に

税
収
増
を
人
件
費
増
に
回
し
た
こ

と
に
あ
り
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
廃

止
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ

の
後
も
既
得
権
的
発
想
に
基
づ
き
、

そ
の
都
度
減
額
、
加
算
率
の
据
置

き
や
半
減
を
も
っ
て
対
応
し
今
日

に
至
っ
た
の
が
経
緯
で
あ
る
。
今

後
の
財
政
状
況
も
厳
し
い
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
中
「
行
財
政
の
改
革

が
成
功
し
つ
つ
あ
る
」
ぐ
ら
い
で

議
員
報
酬
を
バ
ブ
ル
期
の
状
態
に

戻
し
て
は
な
ら
な
い
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
補

１７

正
予
算
（
第
６
回
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

平
成　

年
度
介
護
保
険
特

１７

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

回
）

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の

写
し
の
閲
覧
に
関
す
る
条

例


